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令和７年度 第１回 千代田区国民健康保険運営協議会議事録 

 

１ 日時 令和８年 1月 29日（木） 午後２時 00分～午後２時 27分 

２ 場所 千代田区役所 ６階 601会議室 

３ 出席委員（19名） 

 （１）被保険者を代表する委員（６名） 

    津田真知子、菅沼温子、髙岡正子、森田扶美子、星野利江子、村田和美 

 （２）保険医または保険薬剤師を代表する委員（５名） 

    遠藤素夫、小林光道、西田香、加賀山文雄、松本正 

 （３）公益を代表する委員（６名） 

    小林一治、小山千恵、藤田義一、松本道子、角谷幸子、片倉裕司 

 （４）被用者保険等保険者を代表する委員（２名） 

    南彰、安達俊則 

４ 欠席委員（１名） 

  矢島俊巳 

５ 保険者出席者 

  樋󠄀口区長、清水保健福祉部長、高木千代田保健所長 

  小阿瀬保険年金課長 
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午後２時 00分開会 

○小林会長 それでは定刻となりましたので、ただいまから、令和７年度第１回千代田区国民

健康保険運営協議会を開催させていただきます。委員の皆様方にはお忙しいところ、また大

変お寒いところご出席いただき、ありがとうございます。 

 初めに事務局から説明事項がございます。 

○小阿瀬保険年金課長 皆様、本日は国民健康保険運営協議会にご出席賜りましてありがと

うございます。保険年金課長の小阿瀬でございます。本日はよろしくお願いいたします。 

 初めに本日の協議会の成立につきましてご報告させていただきます。 

 千代田区国民健康保険運営協議会規則第６条第２項の規定に基づきまして、委員定数 20

名に対し、２分の１以上の出席と、千代田区国民健康保険条例第２条各号に規定にする委員の

１名以上の出席が運営協議会開催の条件とされております。 

 本日ご出席いただいております委員の方は 19 名、また、被保険者代表、保険医または保険

薬剤師代表、公益代表、被用者保険等保険者の代表の委員の区分ごとに１名以上の出席が確

認されておりますので、本日の運営協議会が成立しておりますことをご報告いたします。 

 続きまして、マイクについてのご説明です。ご発言の際には、お手数ではございますが、挙手

をした方にマイクを事務方からお渡しさせていただきますので、マイクをご使用の上、ご発言

いただきますようよろしくお願いします。終わりましたら、事務方にお返しいただければと

思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○小林会長 それでは早速ではございますが、区長より、一言ご挨拶をお願いいたします。 

○樋󠄀口区長 皆様、こんにちは。千代田区長の樋󠄀口でございます。第 1 回国民健康保険運営

協議会の開催に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 小林会長をはじめ、委員の皆様方には、日頃から本区の国保行政のみならず、区政各般に

わたりまして、格別のご理解、ご協力を賜っております、厚く御礼を申し上げます。 

 さて、本日の運営協議会ですが、国民健康保険事業の安定的運営のため、保険料率の改正



 

3 

 

などについて諮問させていただきます。委員の皆様におかれましては、国保に関わります

様々な問題・課題につきましてご議論いただければと考えております。 

 そして、既に皆様ご存知かとは思いますけれども、千代田区では、今年度から医療分及び後

期支援金分の保険料率を特別区 23 区の統一保険料率ということで移行したところでござ

います。 

 さらに、来年度におきましては、子ども・子育て支援納付金が導入されていきます。こうした

ことをきっかけに全ての保険料率について、23 区特別区の統一保険料率に移行していけれ

ばと考えています。この件につきましては、後ほど事務局からもご説明申し上げます。 

 今後とも、区民の皆様の健康保持、国保事業の安定的な運営のため、努力していく所存でご

ざいます。 

 皆様からも活発なご意見、ご指摘を賜われればと考えております。また、平日の昼間、大変

お忙しい時間に、このようにお集まりいただいております。今後の運営につきましては、そん

な頻度はあるものではありませんけれども、Web も含めてご負担のない形をぜひ検討させ

ていただきたいと思います。本日もすみません、よろしくお願いいたします。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 引き続き、区長から本協議会に対し諮問がございますので、これを受けたいと存じます。 

○樋󠄀口区長 千代田区国民健康保険運営協議会会長殿。千代田区国民健康保険運営協議会

規則第２条の規定により、下記事項について諮問いたします。 

 令和８年 1月 29日 千代田区長 樋󠄀口高顕。 

記 

 １ 千代田区国民健康保険条例の一部改正について 

  ・保険料率の改定などについて 

 以上でございます。 

［諮問文手渡し］ 

○小林会長 ただいま区長から諮問いただきました。委員の皆様には、これから事務局職員
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がその写しを配付いたしますので、しばらくお時間をいただきたいと存じます。 

［諮問文写し配付］ 

○小林会長 ありがとうございます。ここで区長は所用のため、退席をいたします。 

○樋󠄀口区長 申し訳ありません。よろしくお願いいたします。 

［区長退席］ 

○小林会長 議事に先立ちまして運営協議会規則第８条により、まず本日の議事録署名委員

を、私からご推薦申し上げたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

［（異議なし）の声あり］ 

○小林会長 松本道子委員と小山千恵委員のお二人に議事録署名委員をお願いしたいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

［拍手（異議なし）］ 

○小林会長 ありがとうございました。 

 それでは、委員の皆様のご承認をいただきましたので、お二人に本日の議事録署名委員を

お願い申し上げます。 

 それでは次に、本日の協議会の公開・非公開について、皆様の確認を取りたいと思いますが、

事務局から説明をお願いします。 

○小阿瀬保険年金課長 事務局でございます。それでは公開・非公開の件につきましてでご

ざいますが、千代田区では、「千代田区附属機関等の設置及び運営並びに会議等の公開に関

する基準」が定められております。机上に資料としてお配りいたしておりますので、こちらを

ご覧ください。 

 第７条の規定では、附属機関等の会議は原則公開となっております。ただし、会議の公開・

非公開の決定は、当該附属機関等がその会議において決定すると第８条に規定しています。 

 次に、会議録の公開でございますが、千代田区国民健康保険運営協議会規則第８条により、

区のホームページで後日アップされるものを閲覧できます。 

 事務局といたしましては全て公開での対応で結構でございます。よろしくお願いいたします。 
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○小林会長 委員の皆様いかがでしょうか。異議の有無をお伺いいたします。異議のない場

合は拍手をお願いいたします。 

［拍手（異議なし）］ 

○小林会長 異議なしと認めます。ありがとうございます。それでは、公開とさせていただき

たいと思います。 

 それでは、これより議事の進めてまいります。議事を進め方でございますが、「千代田区国

民健康保険条例の一部改正について」、まず事務局から説明を受けたいと存じます。 

○小阿瀬保険年金課長 それでは事務局からでございます。ご説明させていただきます。 

 私からは千代田区国民健康保険条例の一部改正につきまして、資料番号１と２の資料に基

づきまして、諮問内容のご説明させていただければと思います。 

 本日の諮問事項は、保険料率の改正を中心とした条例改正でございます。 

 まず、資料１をご覧ください。「千代田区国民健康保険条例の一部改正について」でござい

ます。 

 今回は大きく３点改正がございます。１点目は令和８年度の国民健康保険料率の改正、２点

目は保険料の均等割保険料の軽減措置の対象者の拡大、３点目は国民健康保険料（子ども・

子育て支援納付金分）の新設でございます。 

 まずは、１点目の保険料率の改正について、項番２、改正内容の項目、（１）の表をご覧くださ

い。左側の表が現行の令和７年度の保険料率、右側の表が改正する令和８年度の保険料率で

ございます。こちらにつきましては、仮係数による試算の暫定値ということになってございま

す。 

 初めに、一番上の黒丸印、こちらが加入者の医療費を賄う医療分と後期高齢者の医療費負

担を現役世代が支援する支援金分の保険料となってございます。こちらはご年齢に関係なく、

加入者全ての方にご負担いただく分となっております。 

 所得割率は、医療分が 0.15 ポイントの増、支援金分が 0.08 ポイントの増で、合計 0.23

ポイントの増となっておるところでございます。 
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 次に、均等割額は、医療分が 1,500 円の増、支援金分が 700 円の増、合計で 2,200 円

の増となってございます。 

 表の一番下段の賦課限度額でございますが、国の政令改正により、医療分の賦課限度額が

66万円から 67万円に引き上げられます。 

 その結果、医療分と支援金分の合計の限度額は 92 万円から 93 万円へと１万円の引き上

げとなります。 

 続きまして、その下の黒丸印、介護納付金分です。これは 40 歳から 64歳の方だけにかか

る介護保険料負担部分でございます。 

 所得割率は 0.79 ポイントの増、均等割額は 2,100 円の増となります。なお、こちらの介

護分の賦課限度額は 17万円の据置きとなってございます。 

 続きまして、項目（２）の保険料減額措置対象者の拡大です。 

 こちらは国の政令改正に伴い、令和８年度は保険料の均等割の５割軽減と２割軽減を判定

する所得につきまして、５割軽減対象世帯では被保険者の数に乗ずる金額を 30 万 5,000

円から 31万円に、２割軽減対象世帯では 56 万円から 57万円に引き上げるという内容と

なっております。 

 続きまして、項目（３）の国民健康保険料（子ども・子育て支援納付金分）の新設でございま

す。 

 若い世代が希望どおりに結婚し、希望する誰もが子どもを持ち、安心して子育てできる社会、

子どもたちが笑顔で暮らせる社会の実現を目指して、2023 年 12 月にこども未来戦略「加

速化プラン」が策定されました。「加速化プラン」により、児童手当の拡充や、育休給付の手取

り 10割相当への拡充等が既に実施されております。 

 また、令和８年度、来年度より０歳６か月から２歳の保育所などに通っていない子どもを対

象とする「こども誰でも通園制度」が全国で本格実施されることになっております。 

 これらの子育て支援を拡充するため、高齢者を含む全ての世代や企業の皆様から拠出いた

だく「子ども・子育て支援納付金制度」を令和８年度より段階的に実施することが法律に規定
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されております。子ども・子育て支援金は、医療保険制度（国民健康保険・後期高齢者医療・被

用者保険）ごとに保険料が決められ、令和８年４月分から医療保険料と合わせて拠出いただく

ため、新たな保険料として条例に定めるものでございます。 

 子ども・子育て支援納付金分の保険料につきましても他の３つの保険料と同じく、所得割

率・均等割額及び賦課限度額が定められ、所得割率は 0.26％、均等割額は 1,712 円、賦課

限度額は３万円となってございます。なお、均等割額につきましては制度の趣旨を鑑み、18

歳以下の被保険者の均等割額は全額免除となってございます。 

 続きまして資料２をご覧ください。こちらＡ３の縦に大きめの資料になってございます。 

 資料２でございますが、「令和８年度 仮係数による保険料率の算定方法」をご説明させて

いただきます。 

 昨年 11 月、国から東京都に対しまして、令和８年度の国民健康保険料の算出に係る係数

（仮係数）になりますけれども、仮係数が示されたところでございます。東京都はこの仮係数

を基に、東京都区域内全ての医療費等を賄うために必要な金額として、区市町村ごとに納付

金を算定しております。 

 まず資料内、項番１「令和８年度 仮係数による東京都の納付金必要額及び千代田区の納付

金額」の部分をご覧ください。初めに、東京都都全体における納付金必要額の内容でござい

ます。 

 資料内左側が国保に係る経費の歳出の内訳になってございまして、右側がその経費をどう

賄うかの歳入の内訳を示しております。 

 まず歳出の内訳でございますが、都の全体の医療費が 7,614 億円、後期支援金、いわゆる

後期高齢者の方に対する医療給付費への仕送り部分が 1,765 億円、それから 40 歳から

64 歳の方の分の介護保険の介護納付金が 682 億円、子ども・子育て支援納付金が 152

億円かかるということを表してございまして、こちらの経費の合計が 1 兆 213 億円になり

ます。 

 次に、歳入の内訳でございます。 
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 歳入は３種類ございまして、まず一番左側の縦棒部分は、国や都から交付される公費を示し

ており、先ほどの歳出全体から、この 3,537億円を差し引きます。 

 次に全体経費の真ん中部分の前期高齢者交付金でございますけれども、こちらは 65 歳か

ら 74 歳の高齢者の方々の人数に応じて、国から交付される交付金となりまして、こちらの

2,216 億円を差し引きました、残りの赤い表示の部分が東京都全体で賄う納付金の総額と

なりまして、都内の区市町村が負担する合計額が、こちらご覧の 4,460 億円と試算された

ところでございます。 

 次に、この都全体の納付金から千代田区が納めるべき納付金の額を算定する考え方につい

てでございますが、こちらはその下段の図をご覧いただければと思います。 

 納付金の赤い部分が東京都全体の納付金総額となりますが、これを都全体の所得に応じて

お支払いいただく応能部分と、都全体で 1 人当たり必ず納めていただく固定費の部分の応

益分に振り分けます。この割合は、都の所得水準を反映した 58対 42の割合とされました。 

 このうち、応能分は、東京都全体に占める千代田区の所得の割合を掛け算し、応益分は東京

都全体に占める千代田区の被保険者数の割合を掛け算いたしまして、それぞれ千代田区が納

めるべき額が計算されます。 

 これらに、東京都平均の医療費負担係数を１として、千代田区の医療費負担水準を指数化し

た数値を掛け算させていただきます。こうして算出されたものが千代田区の納付金総額で、

青枠の部分で表示している部分、25億 5,215万円という状況になってございます。 

 ここまでが千代田区が東京都に納める納付金の計算の考え方でございます。 

 次に資料の下段、（２）「令和８年度 千代田区国民健康保険 保険料率の算定方法」をご覧く

ださい。 

 平成 30 年度より、特別区における保険料率は、東京都が提示する標準的な保険料率を参

考に、統一の保険料率が算定されております。 

 本区は令和６年度まで、東京都が示した標準的な保険料率を参考に独自の保険料率を算定

していましたが、「将来的に都内の国民健康保険料の完全統一を目指す」とされた東京都国民
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健康保険運営方針を鑑みまして、本区においても令和７年度、今年度より医療分及び後期高

齢者支援金分の保険料率について、特別区の統一保険料率と同率にさせていただいたとこ

ろでございます。令和８年度も引き続き、医療分及び後期高齢者支援金分の保険料率につい

て特別区の統一保険料率と同率といたしますとともに、令和７年度まで統一保険料率への移

行の経過措置期間が設けられておりました介護納付金分の保険料率及び令和８年度から新

たに創設される子ども・子育て支援納付金分の保険料率につきましても、特別区の統一保険

料率と同率としたいと考えておるところでございます。 

 特別区統一保険料率の試算方法についてご説明させていただきます。資料下段左側「特別

区の賦課総額の算定」をご覧ください。 

 特別区の統一保険料率の算定には、まず、特別区全体の賦課総額を算定いたします。実線

の赤枠で示してございます特別区全体の納付金の総額に保健事業と出産・葬祭費用などの

支出する項目を加えまして、ここから収入見込みの公費を差し引いた金額が緑の枠、特別区

の賦課総額ということになります。 

 続きまして資料下段右側「特別区統一保険料率の算定」をご覧下さい。 

 先ほど算定いたしました特別区の賦課総額を特別区の所得水準を反映した形で応能分と応

益分で按分いたします。 

 応能分である保険料率は、応能分必要総額を特別区全体の被保険者所得総額で割り算をい

たします。 

 応益分である均等割額は、応益分の必要総額を特別区全体の被保険者数で割り算をいたし

ます。 

 こうして求められました数字が図の一番右側の黄色い枠で囲んだ数字でございまして、こ

ちらが特別区の統一保険料率ということになってまいります。令和８年度の所得割率は、医

療分 7.86％、支援金分 2.77％、介護分 2.51％、子ども・子育て支援納付金分 0.26％と

なりまして、均等割額は医療分 4 万 8,800 円、支援金分 1 万 7,500 円、介護分 1 万

8,300 円、子ども・子育て支援納付金分 1,712 円と試算されました。なお、こちらも仮係数
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による試算の暫定値ということになってございます。 

 資料１と２のご説明につきましては以上でございます。 

 会長のほうにお返しします。 

○小林会長 それでは、一部改正についてご説明いただきました。これについて質問を受け

たいと思います。 

 ただいまの説明について、ご意見、ご質問がございましたらお願いします。 

［「なし」の声あり］ 

○小林会長 質問、意見がないということで、以上をもちまして、条例改正についての質疑、

意見を終了させていただくことでよろしいですか。 

［拍手（異議なし）］ 

○小林会長 条例改正について質疑を終了させていただきます。 

 それでは、これまでの諮問のご審議を踏まえまして、答申の取りまとめに入りたいと存じま

す。 

 区長から諮問されました「千代田区国民保険条例の一部改正について」でございます。 

 これまでの検討等を踏まえ、国保事業の円滑な運営の観点から改正に賛成したいと思いま

す。 

 したがいまして、千代田区国民健康保険条例の一部改正については異議ないものとして答

申をまとめたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

［拍手（異議なし）］ 

○小林会長 ありがとうございます。それでは、答申文案については、私にご一任いただきた

いと存じますが、よろしいでしょうか。 

［拍手（異議なし）］ 

○小林会長 ありがとうございます。それではそのようにさせていただきます。 

 なお、答申については、私から区長に提出することとして、各委員の皆様には、後日答申文

の写しを送付させていただきますので、ご了承願います。 
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 引き続き事務局から、特定健康診査・特定保健指導の実績（令和元年～令和６年度）につい

て報告していただきたいと存じます。 

○小阿瀬保険年金課長 事務局でございます。それでは引き続き、資料３の特定健康診査・特

定保険指導の実績についてでございまして、こちら資料を参考につけさせていただいてござ

います。 

 本日は、参考に配付させていただいてございますので、後ほどお読み取りいただきたいと

存じます。簡単ではございますが、ご説明につきましては以上でございます。 

○小林会長 最後にご意見、ご質問はございませんか。今まで全部通してでも結構ですけれ

ども。 

［「なし」の声あり］ 

○小林会長 ないようですので、以上をもちまして質疑、意見を終了させていただきます。 

 それでは、これをもちまして本日の議事を終了させていただきます。 

 なお、会議録が出来上がりましたら、本日の署名委員の方をお願いいたしました方々には、

事務局が署名の依頼をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして、令和７年度第１回千代田区国民健保険運営協議会の全日程を終了いた

しました。 

 本日は、お忙しいところお集まりいただき、ご審議をいただきましてありがとうございまし

た。 

午後２時２７分閉会 

 上記のとおり、議事の顛末を記し、正確であることを証するため、ここに署名する。 

    令和８年１月 29日 

                                     千代田区国民健康保険運営協議会  

                                          会   長   小林 一治   

                                          署名委員   小山 千恵   

                                          署名委員   松本 道子   


